






































年度、正確には今年（2017 年）の 4 月に創立 10 周年を迎えまして、それを記念







































































































も朝河貫一 (1873 ～ 1948) という人が、原点にかなり近いのではないかと思いま
す。彼が成し遂げた仕事と残した業績の割には知られていないことが非常に残念



















































25 校で、日本語 （つまり言葉）を教えているところはたったの 8 校だったよう
です。

















































































ですが、3 年間にわたって 6 回も学会をやって、各学会で発表されたものが論文
として書き直されて、本として出版されているんです。これのプロジェクト名が、













































































しいです。言葉と文学だけをやりたい人たちは、「Department of Asian and Middle 




























































でしょうか……、1,320 時間だそうです。フランス語やスペイン語の 3 倍ぐらい
ですね。きちんとしたコースの中で集中的に勉強して、仕事で一応使えるレベル
ぐらいになる時間が、1,320 時間です。
これを、大学の教育で考えてみましょう。大学 4 年間で、一応 8 学期あると考





れているんですが、私がダートマス大学で 20 年間教えていて、1 年生でゼロか






1960 年代から 70 年代のアメリカの 9 割ぐらいの大学が、この教科書を使って教
えていました。私もこれで勉強しましたよ。もう、見るだけでトラウマが蘇って
きて（笑）。もう、逃げたくなりますよ。この教科書は 1962 年に出版されていま
すが、その後アップデート版も出ました。1987 年と 1990 年に、2 冊シリーズで
166
出版されるんですが、『Japanese: The Spoken Language』という教科書です。これ
もジョーデン先生が作った教科書なんです。とてもいろいろな特徴があるわけ







































































































































































































































































































































































東アジア学科日本学専攻（Japanologie, Philologisch-Kulturwissenschaftliche Fakultät, 
Institutfür Ostasienwissenschaften, Universität Wien）で以前教えていた人と、フラ
ンス人で、リヨン第三大学の外国語学部日本（語）学科（Département d'Etudes 
Japonaises, La Faculté des Langues, Université Jean Moulin Lyon 3）で、現役で教え
ている人がいます。どちらも、文学や言語学といった特定の discipline の専門家


































んですが、1 ～ 2 年生は専任講師が教えています。この専任講師の人たちですが、
先ほどの話にあったジョーデン先生のワークショップを受講した後、どこかの大
学で日本語のコースを立ち上げて、同時に修士号を取って、その修士号を持って、



























































































































































































































































どの言語にしても、週 5 回、1 時間ずつの授業をやります。で、時間帯も決まっ
表現教育の可能性（第 7 回）
189
ているんです。朝の 9時から 9時 50分。50分のクラス。初級の外国語のクラスは、
必ずその時間帯に入れています。それで、週 5 回、それを受けるんです。1 年生
の初級クラスでは、教授、または講師が教えるその 50 分の授業に加えて、先輩







































が、先輩と交流することが少ないんですよ。しかし、うちの Japan  floor、日本語



















































































































年）の 4 月に、共通教育センターが 10 周年を迎えましてですね、まだ 10 年、も
う 10 年ということもありますが、ご案内がありますように、センターのスタッ
フが、「いま、教養教育を問う」という連続講演を企画しております。次回は 3
月 4 日、第 2 回目がございます。また、みなさんとお会いできることを、楽しみ
に期待しておりますので、こちらの講演会にも、また是非、ご参加いただきたい
と思います。今日は、ドーシー先生、どうもありがとうございました。ご参会の
表現教育の可能性（第 7 回）
195
みなさんも、どうもありがとうございました。
（拍手）
【阿部】　相澤先生、ありがとうございました。では、本日のワークショップ、こ
れで終了としたいと思います。今も拍手を頂きましたが、もう一度、今日ご講演
いただきましたドーシー先生に、拍手で感謝の意を表したいと思います。どうも
ありがとうございました。
（拍手）
【ドーシー】　ありがとうございました。

